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加齢経済特殊講義 Aging Economy(Special Lectures)

吉田　浩 HIROSHI YOSHIDA

火曜2限

3･4

EAL-ECO376E

2単位

①　人口の高齢化が財政・福祉・年金・介護等に及ぼす影響と政策、
②　少子化、労働供給、人的資本形成、
　これらのことについて、新古典派を中心とした近代経済学の理論にもとづき、経済の基礎理論を応用する方法を学習する
ことがこの授業のねらいです
For English Course, see EM0413 Aging Economy.

少子高齢化問題が経済に及ぼす影響をマクロ経済学、ミクロ経済学の基礎理論を応用して説明、分析できるようになる。

主な内容は、
　　１．財政政策の理論
　　２．経済成長と財政政策、人口成長率
　　３．公債と世代間負担
　　４．公的年金の経済効果
です。

 人口高齢化と社会保障、経済成長、家族問題に近代経済学的な観点から検討します。　歴史的、制度的、社会学的なアプロー
チとは異なった分析を求める人向けです。

日本語、英語併用

学期末に理解度確認セッション（１００点法、持ち込み不可）

講義中に資料提示

授業中に課題を出しますので、よく復習してください。
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